
　

3月　生け花ボランティア様、ネイルケアボランティア様（高齢者・介護が必要な方向き）、手作りおやつ　　　

待機者名簿　2月末日　　23名

2.3月新規入所申し込み　2名　　　　　令和6年3月現在　待機者総数　25名

2.活動報告
2月　施設内レク、食レク（パフェ）

今後の行事予定
4月　ドライブ、生け花ボランティア様、手作りおやつ

地域密着型特別養護老人ホームみなかぜ
令和6年度第56回運営推進会議　議事録

   令和6年4月19日（金）14時∼14時半：開催場所　みなかぜ　相談室

１，入所者の状況

３月末現在　在籍者　28名/29名　在所者数　27名/29名　入院者数　1名　 新入所　0名　

　　入所申し込み状況

参加者：地域住民の代表（区長N様,民生委員A様）
施設職員（施設長：サロジ、事務長：中村、生活相談員：谷口、介護支援専門員：西原）

　　　　　職員のコロナ感染の為、ボランティア様の受け入れ中止。

　合わせ、センサーがなった際はケアの最中でもご様子の確認に向かうことで周知を行う。

3月　剥離　1件　　　　転倒１件　

5月　施設内レク、ボランティア様、手作りおやつ

３．事故報告

2月　転落　１件

　すべり転落される。職員は他のお客様の対応中で間に合わなかった。お客様のご状況に

　夜間、トイレに行こうと目を覚まし、ベッドから起き上がり立ちあがろうとされた際にお尻から

　の確認を行う。

　　→aams一本に絞ってはどうか。センサーに頼ってしまうと同じ事を繰り返すのでは。Aamsが

　　　覚醒になったら訪室するようにしないと同じ事の繰り返しになるのではないか。

　するなど予め皮膚の保護に努める。

　居室から物音がした為訪室するとベッドより転落されているのを発見する。ユニット交代時に

　ご家族様も情報が昔より入ってくるようになり知識がふえて意見をいう時代になった。それに

　おり衣服と密着する為、注意を払いながら介助する。また、剥離しやすい方には保湿剤を使用

　入浴後の更衣介助時、衣服を整えた際に皮膚を引っ張り剥離させる。入浴後は皮膚が湿って

　センサーの向きの確認が出来ておらず事故に繋がった為、交代時には所在確認とセンサー

４．その他



　校区より→校区自主防災会を立ち上げる予定。福祉避難所として協力をお願いしたい。

　対応できるようにしていかなければならないのではないか。


